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講座・教室

■城南地域職業馴練センターの講座

　圃いずれも同センター（き46－

0588）へ。

　　〈ワープロ初級〉［〉８月25日～

９月26日の月・木曜、午後6時半

~9時［〉１万1700円。くパソコン

ロータス123初級〉［〉８月23日～

９月９日の火・金耀、午後６時半

~9時C〉7800円。<パソコンロー

タス123中級〉[>8月25日-9月

22日の月・木曜、午後ら時半~9

時[>

1万400円。くパソコンＣ言語

初級〉に〉８月21日～10月9日の日

曜､午前９時半～正午に〉１万400円。

福祉

■デイサービス

　　〈視覚障害者の健康教室〉028

日俐午前10時～午後i時、総合福

祉会館[〉対象…市内在住で視覚に

障害のある人, 20人レ内容…健康

体操、お菓子作りなどに〉200円に〉

持ち物…エプロン、三角きん、ふ

きん圃社会福祉協議会(容22－

5650)。

お知らせ

リサイクル自転車販売

　駅周辺から撤去した放置自転車

をリサイクノL溺

望の人ははがきで申し込みを。応

募者の中から抽選で約200人に｢リ

サイクル自転車購入抽選券｣をお

送りします。当日はこの抽選券が

ないと入場できません。[〉８月20

日出、受け付け＝午後１時～・販

売＝午後１時半～。市役所北玄関

横レ販売台数・価格…約60台、50

水の事故っを防ぎまし

ょう
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だ
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00～1万円(1000円刻み) 希望者

多数の場合抽選圃はがき(1人

１枚)に｢リサイクル自転車購入

抽選券申込書｣と、住所、氏名、

年齢、電話番号、放置自転車やリ

サイクルに対するあなたの声を書

き、市役所交通対策課へ　７月31

日(日)(当日消印有効)まで。圃

同課(内線2259)。

■中央図書館児童書テーマ展示

　　｢どしん　どしん　恐竜だし

　と題し、科学的な読み物から学校

　にやってきた愉快な恐竜のお話ま

　でいろんな｢恐竜｣の本を集めま

　した。期間は８月30日(火)まで。ぜ

　ひお越しください。

　■ふれあい宿泊キャンプ

　不登校傾向にある小学校高学年

児童から中学生を対象とした宿泊

キャンプを開きます。08月21日

(日)~23日(火)、炭山キャンプセンタ

ー[懇青少年課(S22－5162)。

■明るい選挙啓発ポスターの募集

　[〉内容…明るい選挙を推し進め

　ることを表すポスタべ〉応募資格

　…府内在住の人(家族・友人など

　での合作も可)、１人(組)1点[〉

　規格…45?-×3OI'~55ド×Aor。

色は自由c〉応募方法…作品の裏面

右下に、氏名(よりがな)、年齢、

性別、住所を記入。合作の場合は

家族・友人・グループ・職業など

の区分と制ｲ乍者の氏名、年齢、性

別、住所を連記し、代表者に○を

付けてください。[画宇治市選挙

管理委員会(市役所内、豊20－87

98)。9月９日㈲(当日消印有効)

まてこ応募者全員に記念品、入選

･佳作には賞状･賞品を贈ります。
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六
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亘

■全国消費実態調査にご協力を

　今年９月から11月にかけて総務

庁が行うこの調査は家計の所得・

消費・資産の面から、全国的な所

得分布や消費構造などを明らかに

しようというもので、宇治市内で

はlO地域、120世帯が対象となり

ます。　７月下旬から調査対象とな

る世帯を選定するために府知事の

任命した10人の調査員が各世帯を

訪問します。調査対象となった世

帯には大変ご迷惑をお掛けします

がご協力ください。なお、調査の

内容については統計を作る以外の

目的では使われません。　圖企画

課(内線2083)

■地蔵盆に防火映画を出張上映

　消防署では町内会・自治会が地

蔵盆を開催するときにご要望によ

り防火映画の出張上映をします。

　>8月19日面～26日倒の午後７

時~9時ごろ　圃8月１日(月)～5

日面午前９時～午後４時にお近く

の消防署(分署)。圃消防本部

(内線2657)。

■年金相談所の開設

　年金は老後の生活に欠かすこと

のできない大切なものですが、受

うちの人気者
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　成人歯科健康診査

と　き　毎週木曜日、午後1時

　　　　半～３時半（予約制）

ところ　保健医療センター

対　象20歳以上の人

内　容　歯と歯周組織の診察、

　　　　歯の磨き方指導

費　用　無　　料

圃健康医療課（内線2333）へ

　　電話で

Ｊ
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場
合

や
、
原
則
と
し
て
電
話
で
の
申

し
込
み
は
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
し
、
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

な
お
。
希
望
時
間
（
午
前
・
午
後
）

に
つ
い
て
は
希
望
ど
お
り
に
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
記
念
品
贈
呈
・
：
会
場
で
記
念

品
（
紅
白
ま
ん
じ
ゅ
う
）
を
お

渡
し
し
ま
す
。

▽
送
迎
…
路
線
バ
ス
を
借
り
切

り
専
用
バ
ス
を
運
行
。
停
留
所

は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、

発
車
時
刻
は
９
月
Ｈ
一
日
号
の
本

紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
東
宇
治
方
面
・
：
中
住
宅
、
御

蔵
山
、
西
住
宅
、
幼
稚
園
前
、

御
園
、
町
並
（
長
谷
川
珈
琲
館

前
）
、
御
蔵
山
参
道
、
東
御
蔵

山
、
東
宇
治
高
校
、
木
幡
、
木

幡
山
手
町
、
南
木
幡
、
病
院
前
、

黄
璧
、
平
野
町
（
車
水
医
院
前
）
、

茶
道
高
校
、
隼
上
り
、
新
田
、

森
本
、
三
室
戸
（
府
道
）
、
明

星
町
１
丁
目
、
門
前

作心 劃く

　
　
　
か
　
　
　
、
く
　
　
　
用

跨
　
二
二
∇
二

言
】
豆
ド

Ｔ
魏
一
白
≒

　
住
氏
電
生
希
　
　
利
　
　
　
バ

こＩ
一

一
一ここＩ

一
こ一

一
一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一一

一
一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一ここ

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一こ

一
一

一
一二

一
一

一
一一

一
ここ一

一
こ

一
一

一
一

一
一

一
一

福
祉
医
療
費
受
給
者
証

重
度
心
身
障
害
老
人
健
康
管
理
事
業
対
象
者
証

老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
（
健
康
手
帳
）
の
更
新
に
つ
い
て

嗣

一 ｍ
ｈ
四
四
麟

１
１
’

晋

一
皿
諒
″
殤

　
綴
織
四
顧
　
靉
皿

敬老会参加申し込み

午後の部に余裕があります
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